
「JASDAQ 市場におけるオークション銘柄の制限値幅の変更について」 

に対するパブリック・コメント及び本協会の考え方について 

 

平成 16 年３月 16 日 

日 本 証 券 業 協 会 

 

 本協会では、JASDAQ 市場におけるオークション銘柄の制限値幅の変更について、２月９

日から２月 20 日までの間、パブリック・コメントの募集を行いました。この間に寄せられた

コメントは１件で、それに対する本協会の考え方は以下のとおりです。 

 

 

○ 賛成意見 

 

・ 取引所上場銘柄と制限値幅が異なることは、投資者及び証券会社にとって、非

常にわかりにくいことから、店頭銘柄（オークション銘柄）の制限値幅は同一と

することが望ましい。 

 

 

 ご指摘のとおりであり、今回の規則改正は、投資者や市場参加者の利便性を向上させる

観点から、実施するものであります。 

 本協会といたしましては、引き続き、市場参加者の利便性を向上させるとともに、より

一層の JASDAQ 市場に対するの透明性や信頼性の確保に向けて、諸施策を講じて参ります。 

 

 

以  上 


